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コーティング装置

SEM, FIB 向けクライオシステム

臨界点乾燥装置

凍結乾燥装置

プラズマリアクター

Quorum Technologies 社

その他（株）アド・サイエンス取扱いメーカー（電子顕微鏡関連）

マイクロマニピュレータ
ナノプローバー [SEM, FIB]

プラズマアッシャー
（有機系コンタミネーション予防・除去ツール）
[SEM, TEM, EPMA etc.]

プローブニードル

高感度冷却カメラ [TEM]

プリセッション回折
方位マッピング [TEM]

ラボ向け多目的製膜用途
分析試料の導電性コーティング、保護膜形成
カーボン支持膜の作成、TEMレプリカ法への応用
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試料の導電性コーティング

カーボン支持膜形成・TEMレプリカ法

保護膜形成

マルチユーザー環境に最適

マルチタスクに対応

High スループット
＆ High クオリティ

マルチユース

SEM, TEM,EPMA

TEM

FIB, アトムプローブ

各種製膜用途（ラボ向け）

ラインナップラインナップ

低真空

スパッタ 蒸着 ハイブリッド

高真空
推 奨
モデル

推 奨
モデル

Naming Rule

低真空

トリプルターゲット（1元）
トリプルターゲット（1元）

デュアルターゲット（2元）
デュアルターゲット（2元）

高真空

Naming Rule

推 奨
モデル
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多彩なコーティングモード…P.6

誰でも使える簡単操作…P.5

回転ステージを標準搭載 , 多彩なステージオプション…P.7

膜厚コントロール…P.6

高真空で高品質なコーティング…P.5

多種スパッタターゲットに対応…P.5

高品位カーボン蒸着…P.6

インサート交換による機能拡張…P.7

デュアルターゲット搭載…P.5
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ℓ

実行中画面（FTM 有り）プロファイル選択画面

2元ターゲットとシャッター機構

誰でも使える簡単操作
マルチユーザー・マルチタスク環境に最適

高真空で高品質なコーティング ※Q150T, Q300T のみ

デュアルターゲット搭載 ※Q300TD のみ

多種スパッタターゲットに対応 ※Q150T, Q300T のみ

ダメージレス
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自然酸化膜

Si基板

C r



 （推奨オプション）

デュアル FTM（Q300TD のみ）膜圧のリアルタイム表示

*Film Thickness Monitor
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0

Time (S)
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Outgas
current

Current increasing at
Pre Evap Rate

Ramp terminated
PreEvap End current

Ramp terminated
Evaporation Current

Evaporation time

[ Ramped carbon process ]

Current increasing at
Current Ramp Rate

Outgas time

FTM* による膜厚コントロール

高品位カーボン蒸着コーティングを実現する高度なプロセス制御

多彩なコーティングモードとプロファイル
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50mmステージ（Q150 標準） チルトステージ

Rotacota ステージ（プラネタリステージ） スライドガラス用ステージ 4” ウエハステージ

Cr 被膜（約 300nm）の断面 TEM 像

スイングアーム付 4” ウエハステージ
（Q300TD 標準）

ウエハステージ（Q300TT & Q300RT)

スパッタリング カーボンロッド蒸着 カーボンファイバー蒸着

真空蒸着  [ 左 Upwards，右 Downwards] グロー放電

ステージ回転機構を標準搭載、豊富なステージオプション

真空シャットダウン機能

厚膜のスパッタリング

プラグイン式インサートの交換による機能拡張性
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※Q150 のみ

C r
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仕様一覧仕様一覧
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ℓ ℓ

ℓ ℓ

ℓ

タイマー

スパッタ／グロー放電切替スイッチ

リークバルブ
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ステージ一覧

インサート一覧

オプション一覧

（Q300シリーズのインサートは固定で取外しできません）
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ターゲット一覧

カーボン消耗品一覧

全機種対応 TMP仕様のみ （Q150TS / Q150TES / Q300TT / Q300TD）
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